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「特
集
」気
候
危
機
下
の
豪
雨
災
害 

 
［被
災
地
か
ら
］ 

佐
賀
県
武
雄
市 

相
次
ぐ
内
水
氾

濫
、
ポ
ン
プ
排
水
は
限
界 

 

党
佐
賀
・
武
雄
市
議 
江
原
一
雄 

  

二
年
前
と
同
じ
地
域
で
被
害
発

生
、
被
災
者
の
悲
痛
な
声 

  

八
月
十
一
日
か
ら
降
り
続
い
た
大
雨

に
よ
っ
て
、
佐
賀
県
西
部
の
武
雄
市
で

は
、
一
級
河
川
六
角
川
（
延
長
四
十
七

㌔
㍍
）
の
周
辺
で
内
水
氾
濫
（
支
流
か

ら
本
川
に
流
れ
込
む
こ
と
が
で
き
ず
合

流
点
付
近
が
冠
水
）
が
生
じ
、
床
上
浸

水
千
百
八
十
四
戸
、
床
下
浸
水
五
百
七

十
二
戸
、
合
計
千
七
百
五
十
六
戸
の
浸

水
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。
国
土
地
理
院

は
武
雄
市
内
で
は
十
四
日
正
午
時
点
で

約
四
平
方
㌔
㍍
の
範
囲
が
浸
水
し
、
深

さ
は
最
大
で
三
㍍
程
度
に
及
ん
だ
と
の

推
計
を
公
表
し
ま
し
た
。 

 

特
に
被
害
が
大
き
か
っ
た
の
は
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
も
浸
水
の
危
険
が
指

摘
さ
れ
て
い
た
北
方
町
（
河
口
か
ら
約

二
十
五
㌔
㍍
地
点
付
近
）
、
朝
日
町

（
同
二
十
六
㌔
㍍
）
、
橘
町
（
同
二
十

八
㌔
㍍
）
で
、
北
方
町
と
朝
日
町
は
二

年
前
の
九
州
北
部
豪
雨
で
も
同
様
に
千

五
百
三
十
六
戸
の
浸
水
被
害
（
床
上
千

二
十
五
戸
、
床
下
五
百
十
一
戸
）
が
生

じ
て
い
ま
し
た
。
二
年
前
に
続
き
被
災

し
た
住
民
か
ら
は
、
「
根
本
的
対
策
を

と
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
心
が
続
か
な

い
」
な
ど
、
悲
痛
な
声
が
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。 

 

八
月
十
四
日
に
は
、
冠
水
地
域
が
広

が
る
な
か
で
、
「
住
民
を
救
助
す
る
た

め
の
ボ
ー
ト
が
足
り
な
い
」
と
北
方
町

の
区
長
か
ら
私
に
電
話
が
あ
り
、
武
藤

明
美
党
県
議
を
通
じ
て
県
対
策
本
部
に

連
絡
し
救
助
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
の
緊

急
対
応
も
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
の

豪
雨
で
は
幸
い
に
人
的
被
害
は
出
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
二
年
前
に
は
、
武
雄
川

で
車
に
乗
っ
た
ま
ま
流
さ
れ
て
死
亡

（
五
十
代
）
、
浸
水
し
た
自
宅
一
階
で

足
の
不
自
由
な
高
齢
者
が
溺
死
す
る
な

ど
の
事
態
も
生
じ
ま
し
た
。 

 

農
業
関
係
の
被
害
は
約
十
五
億
八
千

万
円
（
二
年
前
は
約
二
十
億
円
）
、
商

工
業
は
約
八
十
五
億
円
（
同
九
十
五
億

円
）
な
ど
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
困
難
を
強

い
ら
れ
て
い
た
地
域
経
済
に
と
っ
て
も

輪
を
か
け
る
か
た
ち
で
の
大
打
撃
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

災
害
廃
棄
物
置
場
と
な
っ
た
北
方
運

動
公
園
に
は
、
二
年
前
の
水
害
後
に
購

入
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
一
九
年
製
の
新

し
い
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ
な
ど

の
高
価
な
家
電
製
品
や
畳
が
水
に
浸
か

っ
て
使
え
な
く
な
り
、
大
量
に
捨
て
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
短
期
間
に
二
度
も
被

災
さ
れ
た
み
な
さ
ん
の
苦
し
み
を
考
え

る
と
、
本
当
に
心
が
痛
み
ま
す
。 

 

日
本
共
産
党
は
、
災
害
発
生
を
受
け

て
翌
十
五
日
に
、
た
だ
ち
に
田
村
貴
昭

衆
院
議
員
（
党
八
月
豪
雨
災
害
対
策
本

部
事
務
局
長
）
を
先
頭
に
お
見
舞
い
と

現
地
調
査
に
訪
れ
、
被
災
者
の
み
な
さ

ん
か
ら
要
望
を
お
聞
き
し
、
そ
の
実
現

に
力
を
尽
く
し
て
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
九
月
の
武
雄
市
議
会
で
は
、
質

問
に
立
っ
た
十
一
人
の
議
員
全
員
が
八

月
の
水
害
問
題
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。 

 

  

災
害
の
要
因 

   

記
録
的
豪
雨 

 

内
水
氾
濫
の
最
大
の
原
因
は
記
録
的

な
豪
雨
で
す
。
八
月
十
一
日
か
ら
十
九

日
ま
で
の
武
雄
市
の
総
雨
量
は
一
二
五

六
ミ
リ
に
達
し
ま
し
た
（
市
の
議
会
答

弁
）
。
こ
れ
は
武
雄
市
の
平
年
の
年
間

降
水
量
の
半
分
を
超
え
る
雨
が
、
約
一

週
間
に
集
中
し
て
降
り
注
い
だ
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。
ま
た
「
佐
賀
新
聞
」

は
、
一
八
九
〇
年
代
に
一
六
一
六
ミ
リ

だ
っ
た
平
均
年
間
降
水
量
が
、
二
〇
一

〇
年
代
に
は
二
一
四
〇
ミ
リ
と
、
一
・

三
倍
に
な
っ
た
と
報
じ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
、
特
に
八
月
十
四
日
か
ら
雨
脚

が
強
く
な
り
、
一
時
間
の
最
大
雨
量
は

七
〇
㍉
と
な
る
な
ど
、
十
四
日
六
時
か

ら
の
二
十
四
時
間
雨
量
は
二
五
〇
㍉
と

な
り
、
こ
の
記
録
的
豪
雨
が
内
水
氾
濫

を
生
じ
さ
せ
た
の
で
す
。 

  

平
地
を
流
れ
る
六
角
川
の
特
徴 

 

他
方
で
、
六
角
川
の
特
徴
も
内
水
氾
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濫
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
六
角
川
は
有

明
海
特
有
の
大
き
な
潮
汐
作
用
等
に
よ

る
自
然
干
陸
化
と
古
く
か
ら
の
干
拓
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
低
平
な
白
石
平
野

を
蛇
行
し
な
が
ら
流
下
し
、
そ
の
勾
配

は
中
流
部
で
約
一
／
一
五
〇
～
一
／
一

〇
〇
〇
、
下
流
部
で
約
一
／
一
五
〇
〇

〇
～
一
／
四
五
〇
〇
〇
程
度
の
緩
勾
配

で
す
。
有
明
海
の
干
満
差
に
よ
る
潮
位

変
動
の
影
響
は
河
口
か
ら
二
十
九
㌔
㍍

の
中
流
部
に
ま
で
及
び
、
長
い
感
潮
区

間
に
は
有
明
海
よ
り
遡
上
す
る
浮
遊
粘

土
（
ガ
タ
土
）
が
多
く
堆
積
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
に
武
雄
市
を
含
む
六
角

川
の
流
域
面
積
の
約
六
割
が
内
水
域

（
内
水
氾
濫
に
よ
る
浸
水
危
険
区
域
）

と
な
っ
て
お
り
、
古
く
か
ら
内
水
に
よ

る
浸
水
被
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。 

 

一
九
八
〇
年
と
一
九
九
〇
年
の
洪
水

を
機
に
集
中
的
な
河
川
整
備
が
実
施
さ

れ
、
堤
防
整
備
、
河
道
掘
削
、
橋
梁
改

築
、
遊
水
地
の
建
設
、
水
門
・
樋
門
の

新
設
・
改
築
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
軟
弱
地
盤
の
た
め

に
整
備
済
み
の
堤
防
が
沈
下
し
た
り
、

河
道
内
で
の
ガ
タ
土
の
堆
積
と
ヨ
シ
原

の
繁
茂
に
よ
り
洪
水
の
流
下
断
面
不
足

な
ど
が
生
じ
る
な
ど
、
多
く
の
課
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。 

  

排
水
ポ
ン
プ
停
止 

 

そ
う
し
た
も
と
で
、
内
水
氾
濫
被
害

を
軽
減
す
る
た
め
に
、
六
角
川
水
系
に

は
合
わ
せ
て
六
十
箇
所
の
排
水
ポ
ン
プ

場
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

内
水
被
害
が
軽
減
さ
れ
た
地
域
で
は
、

市
街
化
が
進
行
し
、
こ
れ
は
ポ
ン
プ
場

の
排
水
能
力
を
上
回
る
内
水
が
生
じ
た

場
合
、
よ
り
大
き
な
被
害
が
起
こ
る
事

態
を
招
き
か
ね
な
い
事
態
も
生
じ
て
い

ま
す
。 

 

ま
た
ポ
ン
プ
排
水
の
強
化
は
、
六
角

川
本
川
の
流
量
を
増
や
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
河
道
整
備
水
準
を
上

回
る
出
水
時
に
継
続
的
に
ポ
ン
プ
排
水

を
お
こ
な
う
と
、
河
川
の
水
位
が
上
昇

し
、
越
水
や
堤
防
決
壊
の
危
険
性
を
生

む
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
排
水

ポ
ン
プ
の
運
転
調
整
（
一
時
停
止
）
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
（
本
川
に
排
水
で
き

な
い
）
と
い
う
事
態
に
な
る
の
で
す
。 

 

一
九
年
、
二
一
年
の
内
水
氾
濫
は
、

ま
さ
に
そ
う
し
た
事
態
と
な
り
ま
し

た
。
今
年
の
豪
雨
災
害
で
は
、
内
水
氾

濫
の
生
じ
た
八
月
十
四
日
に
、
三
回
に

わ
た
り
ポ
ン
プ
停
止
お
よ
び
再
開
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
一
回
目
の
ポ
ン
プ

停
止
要
請
は
午
前
三
時
十
五
分
で
、
午

前
二
時
二
十
一
分
に
「
六
角
川
の
新
橋

よ
り
上
流
部
の
排
水
ポ
ン
プ
が
、
こ
の

ま
ま
雨
が
降
り
続
け
れ
ば
今
後
停
止
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
浸
水
の
お
そ

れ
が
あ
る
地
区
の
方
は
身
を
守
る
行
動

を
お
願
い
し
ま
す
」
と
の
防
災
行
政
無

線
放
送
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
後
に
六

角
川
の
水
位
が
計
画
高
水
位
を
超
え
た

た
め
、
新
橋
よ
り
上
流
の
七
箇
所
の
ポ

ン
プ
場
が
停
止
さ
れ
ま
し
た
。
再
開
は

七
時
間
十
五
分
後
の
十
時
三
十
分
で
し

た
。 

 

二
回
目
の
停
止
要
請
は
十
二
時
三
十

分
で
再
開
は
四
十
五
分
後
の
午
後
一
時

十
五
分
、
三
回
目
の
停
止
要
請
は
午
後

二
時
三
十
分
で
再
開
が
五
十
分
後
の
午

後
三
時
二
十
分
で
し
た
。
三
回
の
ポ
ン

プ
停
止
時
間
は
合
計
八
時
間
五
十
分
で

し
た
。 

 

こ
れ
ら
よ
っ
て
行
き
場
を
失
っ
た
支

流
の
水
が
住
宅
地
に
流
れ
込
ん
だ
（
内

水
氾
濫
）
の
で
す
が
、
そ
の
水
位
は
二

年
前
の
水
害
よ
り
も
五
十
㌢
㍍
や
一
㍍

高
く
な
っ
た
と
の
声
も
各
地
で
聞
か
れ

ま
し
た
（
二
年
前
は
ポ
ン
プ
を
の
べ
三

時
間
十
分
停
止
）
。 

 

二
年
前
、
豪
雨
災
害
を
受
け
て
国
土

交
通
省
は
六
角
川
水
系
の
治
水
対
策
事

業
「
河
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事

業
（
激
特
）
」
を
採
択
し
、
武
雄
河
川

事
務
所
は
、
①
河
道
掘
削
、
②
分
水
路

新
設
（
白
石
町
で
の
蛇
行
部
分
の
シ
ョ

ー
ト
カ
ッ
ト
）
、
③
排
水
能
力
増
強

（
武
雄
市
の
高
橋
川
と
の
合
流
部
分
の

ポ
ン
プ
増
強
）
の
二
〇
二
四
年
度
完
了

を
め
ざ
し
て
い
ま
し
た
。
河
道
掘
削
は

今
回
の
水
害
発
生
時
に
は
す
で
に
計
画

の
八
六
％
の
進
捗
に
達
し
て
い
ま
し
た

が
、
被
害
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
い
ま
、
こ
の
「
激
特
」
事
業

だ
け
で
は
内
水
氾
濫
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
り
、
抜

本
的
な
治
水
対
策
を
求
め
る
声
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。 
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有
明
海
へ
の
直
接
ポ
ン
プ
排
水

な
ど
、
防
災
対
策
を
提
案 

  

気
候
変
動
の
も
と
で
、
記
録
的
な
豪

雨
が
頻
発
す
る
よ
う
に
な
る
な
か
で
、

〝
六
角
川
一
本
に
頼
る
対
応
で
は
内
水

氾
濫
は
く
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

〟
と
い
う
の
が
、
多
く
の
関
係
者
、
市

民
の
共
通
認
識
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
私
は
、
九
月
会
で
六
角
川
に
流
れ

込
む
洪
水
量
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
た

め
池
や
ク
リ
ー
ク
の
事
前
放
流
お
よ
び

有
明
海
へ
直
接
ポ
ン
プ
排
水
を
お
こ
な

う
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
地
域
（
白
石
平
野
お
よ
び
干
拓

地
）
に
は
、
農
業
用
水
を
確
保
す
る
た

め
に
数
多
く
の
た
め
池
や
ク
リ
ー
ク
が

つ
く
ら
れ
て
お
り
、
有
明
海
沿
岸
部
ま

で
水
路
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
延
長

幅
は
六
百
四
十
九
㌔
㍍
、
保
水
量
は
五

百
八
十
二
万
㌧
に
お
よ
び
ま
す
。
適
切

な
事
前
放
流
が
お
こ
な
え
れ
ば
有
効
な

治
水
対
策
に
な
り
ま
す
し
、
福
岡
県
な

ど
す
で
に
実
施
し
成
果
を
あ
げ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
私
の
こ
の
提
案

に
つ
い
て
担
当
部
長
は
「
早
急
に
検
討

し
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

有
明
海
へ
の
直
接
排
水
は
、
白
石
町

の
有
明
海
沿
岸
部
に
設
置
さ
れ
た
排
水

ポ
ン
プ
を
さ
ら
に
増
強
し
、
現
在
は
そ

の
少
な
く
な
い
部
分
を
六
角
川
に
排
水

し
て
い
た
六
角
川
南
側
地
域
の
雨
水
を

有
明
海
川
へ
排
水
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。
こ
れ
が
で
き
れ
ば
六
角
川
へ
の
流

入
量
を
か
な
り
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、

武
雄
市
で
の
ポ
ン
プ
停
止
を
大
き
く
回

避
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
排
水
機
場
な
ど
そ
の
多
く
は
白
石
町

に
位
置
し
ま
す
が
、
こ
の
提
案
は
田
島

健
一
・
白
石
町
長
の
持
論
で
あ
り
、
専

門
家
の
賛
同
も
得
ら
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
県
は
二
年
前
か
ら
「
流
域
治
水
」

の
考
え
方
に
立
ち
六
角
川
治
水
の
た
め

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ

て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
流
域
の
三
市
三

町
（
武
雄
市
、
多
久
市
、
嬉
野
市
、
白

石
町
、
大
町
町
、
江
北
町
）
が
力
を
合

わ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
そ
の
役
割
を
発
揮

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

私
の
質
問
に
対
し
小
松
政
・
武
雄
市

長
は
「
提
案
を
ふ
ま
え
、
県
も
同
じ
考

え
だ
と
思
う
の
で
県
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
と
っ
て
も
ら
っ
て
早
急
に
と
り
く

み
た
い
」
と
答
弁
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
提
案
の
実
現
を
含
め
、
被

災
者
支
援
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
へ
引
き
続
き
力
を
尽
く

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
え
は
ら
・
か
す
お
） 


